
主催：東北大学学際科学フロンティア研究所　　共催：連携型博士研究人材総合育成システム「次世代研究者育成プログラム」

会場：学際科学フロンティア研究所 1階大セミナー室（22日のみ北大・名大ポリコム中継予定）

お問合せ：学際科学フロンティア研究所事務室  担当：橋本   Email: conso@fris.tohoku.ac.jp  Tel: 795-5755
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Emailにより申し込みを受付します。
下記の必要事項を記載の上、申込先に 2 月 8日（木）までにお申し込みください。
必要事項：所属、職名または学年、氏名、参加希望日
　　　　　※Emailの件名に「デザイン寺子屋申し込み」と記入のこと。
申込先：conso@fris.tohoku.ac.jp  

　　　　学際科学フロンティア研究所 事務室総務担当　楠田

お申込み方法

専門家ある
いは非専門

家を相手に
研究成果の

発表をする
ことや、研

究の報告書
や論文を書

くことは、

研究者や研
究に関わる

大学生、大
学院生のシ

ゴトの一つ
です。この

とき、闇雲
に情報を発

信するだけ

ではコミュニ
ケーションは

成立せず、受
け手に負担を

かけるばかり
か、誤った情

報が伝わった
り、情

報の価値が充
分に伝わらな

かったりしま
す。情報の発

信者は、自身
の成果やアイ

デアを正確に
かつ効

テクニックの
習得を目指し

ます。
果的に聞き手

へ伝えるため
の努力をする

必要がありま
す。このセミ

ナーでは、研
究活動で役立

つデザ

インの基本ル
ールを学ぶと

ともに、プレ
ゼン資料や研

究費の申請書
などを題材に

デザインの実
践的な

高高

講義とグループワーク

書体の選び方と
読みやすい文章のデザイ

ン

講義とグループワーク

図表のデザインと
見やすいレイアウト

PCを使った実習

Office ソフトを使った
デザインの基本テクニック

PCを使った実習

実際の資料を使ったデザイン実践

書体やフォントは資料
全体の印象や読みやす

さ、見やすさを大き

く左右します。同様に
、箇条書きや文章の作

り方も読みやすさや

見やすさを左右します。こ
こでは、研究者や学生など

の非デザイ

ナーが知っておくべき文字
の使い方（タイポグラフィ

ー）の基本

を紹介します。最後にPCを使わないグループワークも
行ないます。

グラフや表は情報を効率的に伝える際に役立ちます。ここではグラ
フや表、フローチャートなどの作り方に関連するデザインのルール
や、画像に関する基本知識や画像を扱う際の注意点を紹介します。
さらに、プレゼン資料や学会発表のポスターを例に、資料全体の
レイアウトや配色の際のルールも伝授します。色覚バリアフリー
についても触れます。
最後に PCを使わないグループワークも行ないます。

なお、22日（木）の講義は事前申し込み無しでの参加も可能ですが、23日（金）の実習は
事前申込者による定員制（先着順）になります。
実習希望者の参加の可否は2月13日（火）までにお知らせいたします。

※22日は人数制限をしませんが、23日は先着 30人で東北大学限定とします。


